
平成19年4月26日

学校法人　久　留　米　大　学

理事長　平山　良明

文部科学省高等教育局

大学振興課大学設置室　殿

久留米大学大学院医学研究科個別最適医療系専攻（博士

課程）設置に係る留意事項実施状況報告書の提出について（回答）

平成19年3月1日付依頼がありました標記の件につきましては、当該報告書【1

部】を提出致しますのでご査収下さい。



大学院等設置に係る設置計画履行状況報告書

1　調査対象大学院等の概要等

（1）設　置　者

学　校　法　人　　　久　　留　　米　　大　　学

（2）大　学　院　名

久 留 米　　大　　学　　大　　学　　院

（3）大学本部の位置

福岡県久留米市旭町67番地

（4）管理運営組織

職　　 名 認　　 可　　 時 変　 更　 状　 況 備　　　 考

理 事 長

（みしま　 しげと） （ひらやま　 よしあき）
前 任 者 任 期 満 了 に 伴 う変

更 ⑰
三　 島　 重　 人 平　 山　 良　 明

（平成8 年6 月28日 （平成17年 6 月28日）

学　　 長

（ひらの　 みのる） （やくしじ　みちあき）
前 任 者 任 期 満 了 に 伴 う変

更 ⑯
平　 野　　　 実 薬師寺　 道　 明

（平成8 年 1月1 日） （平成16年 1 月 1 日）

研 究 科 長

（こうじろ　まさみち） （のぐち　　 まさと）
前 任 者 任 期 満 了 に 伴 う変

更 ⑩
神　 代　 正　 道 野　 口　　　 正　　 人

（平成13年4月1日） （平成19年4月 1 日）



5）　調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等

（5）－①　調査対象研究科等の名称，定員

調査対象研究科等
の名称 （学位）

認 可 時 の 計 画 l　 備　　 考

修業年限 入学定員 収容定員

医学研究科
個別最適医療系専攻 （博士課程）

　博士 （医学）

　 年

4 年

　 人

2 0 人

　 人

8 0 人

基礎となる学部名等　医学部医学科

（5）－②　調査対象研究科等の入学者の状況

　　 報告年度

区 分
平 成 1 5 年 度 平成 1 6 年 度 平成 1 7 年 度 平 成 1 8 年度 平 成 1 9 年 度

平 均 入 学 定 員

超 過 率
備　　　 考

A　　 入 学 定 員

人 人 人 人 人 1昔

0 ．88

2 0 人 2 0 人 2 0 人 2 0 人 2 0 人

志 願 者 数
2 6 （2 6 ） 1 7 （1 4 ） 2 2 （2 2 ） 1 6 （1 5 －） 1 2 （1 2 ）

受 験 音 数
2 6 （2 6 ） 1 7 （1 4 ） 2 2 （2 2 ） 1 6 （1 5 ） 1 2 （1 2 ）

合 格 者 数
2 6 （2 6 ） 1 4 （1 4 ） 2 2 （2 2 ） 1 5 （1 4 ） 1 1 （1 1 ）

B　 入 学者 数
2 6 （2 6 ） 1 4 （1 4 ） 2 2 （2 2 ） 1 5 （1 4 ） 1 1 （1 1 ）

入 学 定 員超 過 率　B ／ A 1．3 0 ．7 1 ．1 0 ．7 5 0 ．5 5

（5）－③　調査対象研究科等の在学者の状況

　　 報告年度

学 年
平成 1 5 年度 平成 1 6 年度 平成 1 7 年度 平成 1 8 年度 平成 1 9 年度 備　　　　　 考

1 年次 2 6 ［0 ］ 1 4 ［0 ］ 2 2 ［0 ］ 1 5 ［0 ］ 1 1 ［0 ］
平成 1 4 年度 以前入学の 内
科系専攻 ・外科 系専攻の 留
年学生 、在学期 間延長者 は
含 まない。2 年次 2 5 ［0 】 1 6 【0 ］ 2 3 ［0 ］ 1 7 ［0 ］

3 年次 2 3 【0 ］ 1 4 ［0 ］ 2 2 ［0 ］

4 年次 2 2 ［0 ］ 1 9 ［0 ］

計 2 6 ［0 ］ 3 9 ［0 ］ 6 1 ［0 ］ 7 4 ［0 ］ 6 9 ［0 ］



（5）－④　調査対象研究科等の退学者等の状況

　　 区 分

報告年度

退学者等の数
入学者数に対する
退学者数等の割合

退学者等の数の入学年度ごとの内訳

平成 1 6 年度

人

3．80％

左記の うち，

1 ［　0　 ］ 平成 1 5 年度入学者　　　　　　　　 1 人

（主な理由）

平成 1 7 年度

人

3．20％

左記の うち，

2 ［ 0 ］ 平成 1 5 年度入学者　　 2 人

平成 1 6 年度入学者　　 0 人

（主な理由）家庭の事情

平成 1 8 年度

人

0％

左記の うち，

0 ［　 0　 ］ 平成 1 5 年度入学者　 0 人

平成 1 6 年度入学者　 0 人

平成 1 7 年度入学者　 0 人

（主な理由）

平成 1 9 年度

　 人

0 ［ 0 ］ 0％

左記の うち，

平成 1 5 年度入学者　 0 人

平成 1 6 年度入学者　 0 人

平成 1 7 年度入学者　 0 人

平成 1 8 年度入学者　 0 人

（主な理由）
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2　授業科日の概要

＜医学研究科個別最適医療系専攻（博士課程）＞
（1）　授業科目表

授 業 科 目 の 名 称 配 当 年

次

単 位 数 又 は 時 間 数 専 任 教 員 配 置

備　　　　　　　　 考

必 修 選 択 自 由 教 授 助 教授 許 師 助 手

基

礎

科

目

ゲ ノ ム ド ラ フ ト の

解 明
1 1 2

1

釜

遺 伝 子 多 型 （S N P s ） 1 1
1．

碁
妄

ゲ ノ ム 創 薬 の 進 歩 1 1 1 1

プ ロテオーム／へ0 7 0 チ ド ー

ム解 析
1 1

ワ
上．J

毒
墓

免 疫 関 連 分 子 と T

細 胞 抗 原 レセ7 0 クー多

様 性 の 解 明

1 1 3 1 妄

臨 床 研 究 と 生 命 倫

理
1 1 3 1

科 学 的 根 拠 に 基 づ

く 医 療 （E B M ）
1 1

1

4
墓 呈

臨 床 研 究 主 任 研 究

者 養 成 ユ ニ ッ ト
：1， 2 8

平 成 1 9 年 度 科 巨 新 設 ⑲

専

門

科

目

専

攻

科

目

先

端

癌

治

療

学

R吉倉＼「封 ．存・‥r紅 ／モ＝￥・ ▲、r壷 ．お・．
差 違 量 碁 妥 妄 呈

平 成 1 9 年 度 科 目 廃 止 ⑲

　ヽ■L i…■■－

煎 甘藷 ＿イ年，、r≠C ′‡憲′　＿・鮭 「・y
唇 蒜 碁 ユ

苛■
墓 妄

平 成 1 9 年 度 科 巨 廃 止 ⑲

ノブご仁 　ヽ′√、歯 音十二

テ 一・・一ラ ー ーメ イ ド が

ん 治 療
1．～ 3 2 1 2 1 2

平 成 1 9 年 度 科 冒 新 設 ⑲

癌 集 学 治 療 学 総 論
未 開 講

妄姦 土釜
2 1 1

平 成 1 9 年 度 に 履 修 者 が い な

か っ た た め ⑲

消 化 器 癌 総 論 1 ～ 3 2 1

免 疫 生 物 学 ・ 細 胞

性 免 疫 学

末 開 講

妄 ；≧蒜
2 1

平 成 1 9 年 度 に 履 修 者 が い な か っ た

た め ⑬

狩旨‡：士ニ′あ ー療 養タ 姦 法皇毒 碁 婁
平 成 1 9 年 度 科 軋 産 止 ⑲

肝 の 発 癌 機 構 と 治

療
1 ～ 3 2 姦

2

姦
妄 ‾

消 化 器 癌 の 免 疫 機

構 と 治 療
1 ～ 3 2 1

な狂l肱 1Jいト′〟，、i■たこ妻子1刃 婁迦 毒 蒜 釜 芸

平 成 1 9 年 度 科 目 廃 ．止 ⑲

ニ ュ ー ロ オ ン コ ロ

ジ ー ・

未 開 請

を 姦 毒
2 1

平 成 1 9 年 度 科 巨 新 設 ⑲

平 成 1．9 年 度 に 履 修 者 が い な

か っ た た め ⑲

一滴T r 7　ノ・ナ　エゴこ．＼／　し　こ与 、／

墓誌 ＝≦蒜 蒜 ユ
て芳■

妄 呈

平 成 1 9 年 度 科 目 廃 止 ⑩

－7 I ハ＿＿ こ、ノ．一 、」† ナ1′－7

ヱブニ 　ゞ ノ」＿

一4－



授業科目の名称 配当年次
単位数又は時間数 専任教員配置

備　　　　　　　　 考
必修 選択 自由 教授 助教授 講師 助手

専

門

科

目

先

端

痘

治

療

学

癌 ワ クチ ン症

例検討 （トラン

ス レー叫シ ョア

ルス タデ ィ）

1．～3 4 2 2

平成 こl．9 年度科 目新設⑲

癌 集 学 治 療 学

の実際
1～3

4

釜
1 2 墓 ．1

消化 器 癌 の遺

伝子解析
1～3 4 1 1 1

癌 ペ プ チ ドワ

クチ ンの基 礎

研究

未開講

碁会よ毒

4

蔓■
1

平成 1 9 年度に履修者がいなかったた

め⑩

肝 の発 癌 機 構

の解析法
1～3 2 2 2

肝 癌 治療 の基

礎研 究実習
1～3 2 1

2

妄

消 化 管 前癌 病

変モデル作製
1～3 2 1 1

消化 管 前癌 病

変モ デ ル の免

疫 機 序 の解 析

法

1～3 2 1

臨床 腫瘍 学・基

礎編

末開講

も島名
4 15 1

平成 19 年度科 目新設⑲

平成 1．9 年度に履修者がいなかったた

め⑬

臨床膿瘍学 ・臨 未開講
4 28 1

平成 19 年度科 巨新設⑩

平成 1 9 年度に履修者がいなかったた

成 コ

一日－ス

床編 妄塾≡量 め⑩

悪性 腫 瘍 の集

学 的 治療 の 実

習

未開講

鋲 蒜
1．6 4 4 1

平成 ：】．9 年度科 目新設⑩

平成 1 9 年度に履修者がいなかったた

め⑲

心

血

管

先

端

医

療

学

血 管 生 物 学 総

論
1～3 2 2

血栓症総論
末開講

姦迦量
2 1 妄 1

平成 1 9 年度 に履修者 がいなかっ

たため⑲

循 環 制 御 調 節

解析学
1～3 2 1

循 環 器 分 子 生

物学
1～3 2 1

血 管 再 生 医療

総論
1～3 2 1

心 臓 血 管 病 外

科治療学総論

冠動脈再建外

科学

1～3

1～3

2

2

1

1



授業科目の名称 配当年次

単位数又は時間数 専任教員配置

備　　　　　　　　 考

必修 選択 自由 教授 助教授 講師 助手

専

門

科

目

心

血

管

先

端

医

療

学

末 梢 血 管疾 患

学 総 論
1～ 3 2 1 1

小 児 心 疾 患 の

先 端 医 療
1～ 3 2 1

血 管 平 滑 筋細

胞 学
1～ 3 2 1 妄

糖 尿 病 総論 1～ 3 2 1

遺 伝 子 単 離法

実習
1～ 3 3 1

2

妄

遺 伝 子 導 入 実

習
1～ 3 3

2

碁
1

組 織 遺 伝 子発

現解 析 法
1～3 3 1 妄 1

組織 移 植 実 習 1～ 3 3 1 1

内皮 前駆 細 胞

標 識 実 習
1～ 3 3 1 1

血小 板機 能 検

査 実習
1～3 2 1

心血 管 病検 査

法 の実 際
1～3 2 1 4

高

次

脳

疾

患

学

情動の神経機構 1～ 3 二　2 1
平成 19 年 度 に履修者 がい なかった

た め⑲

中枢神経薬理学 1～3 4 1 妄

発達神経学
未 開講

差違≦毒
2 1

平成 1 9 年度 に履修者がいなかったた

め⑩

ミトコン ドリア 未 開講
2 1

平成 1 9 年度に履修者がいなかったた

脳筋症 姦墓墓
め⑲

注意欠陥及び破 未 開講
2 1

平成 1，9 年度に履修者がいなかったた

壊的行動障害 裏金鍾蒜
め⑩

中枢神経系放射 未 開講
4 1 1

平成 1 9 年度に履修者がいなかったた

′叫h線診断学 妄a應蒜 め（拶

高 次 脳 機 能 診

断 学
1～ 3 4 1 1

‡む＼ヱrん　盤 睦 ′女仏
峯』皇蒜 蒜 茎 妄 妄

平成 1．9 年度科 目廃止塗：諺

l＝＝；＝▲′空与

脳 損傷 治 療 学
未 開講

裏芸達岩鼻
4 1 1 1

平成 19 年度科 目新 設⑲

平成 1．9 年度に履修者がいなかったた

め⑩

高 次 脳 機 能 障

害 治療 学

睡 眠 覚 醒 障 害

1～ 3

宋 開講

4

4

1

1 妄

1

基

2
平成 1．．9 年度に履修者がいなかったた

の病 態 と治療 担 基
め⑩

・6・



授業科目の名称 配当年次
単位数又は時間数 専任教員配置

備　　　　　　　　 考
必修 選択 自由 教授 助教授 諦師 助手

専

門

科

目

高

次

脳

疾

患

学

機 能 性 精 神 障

害の認知機能
1～3 4 1 1

実践 的脳 虚 血

負荷 実習

未開講

杢基尋
2 1

平成 1 9 年度に履修者がいなかったた

め⑩

中枢 神 経 薬 理

学実習
1～3 4 1． 蒜 妄

中枢 神 経 分 子

遺伝 学的手技
1～3 4 妄 1

1

呈

中枢 神 経 系放

射線 診 断学 実

習

1～3 4 1 1

機 能 的脳 画 像

実習
1～3 4 1 1

高次 脳機 能診

断学実習
1～3 4 1 1

認 知 機 能 測 定

実習
1～3 4 1

精神 疾 患リハヒや 末開講
2 1 1

平成 ■1．9 年度に履修者がいなかったた

け－ション実習 蕪 釜
め働

サd　立文劇　′由れ　＿11爵
姦姦蒜 姦 妄 ユ

tr

平成 19 年度科 目廃止⑲

す豪r／慧′恕刀刃

神 経 外 傷 ・．脳 未 開講
4 ユ． 2

平成 1．9 年度科 目新設⑲

平成 1．9 年度に履修者がいなかったた
腫瘍学実習 唇 碁 め⑩

先

進

医

療

対

象

呼吸 器 疾 患 学

総論
1～3 4 1

感 染 症 医 学総

論
1～3 4

2

墓
墓 1

自 己 免 疫 ・ア

レル ギー疾 患

学総論

1～3 4 1 1

消 化器 疾 患 学 未開講
4 3 2

平成 1 9 年度に履修者がいなかったた

総論 姦姦藁
め⑩

血 液 疾 患学 総

論
1～3 4

2

墓
墓

内 分泌 代 謝 疾 未開講
4

2
妄

平成 1，9 年度に履修者がいなかったた

疾

患

学

患学総論 碁会畠墓 茎
め麺

腎疾 患総論 1～3 4 3 1

小 児 外科 学 総

論

未開講

妄蝕毒
4 1 碁 1

平成 1 9 年度に履修者がいなかったた

め⑩

整形 外 科 学 総

論
1～3 4 3

1

昌



授業科目の名称 配当年次

単位数又は時間数 専任教員配置
備　　　　　　　　 考

必修 選択 自由 教授 助教授 許師 助手

専

門

科

目

先

進

医

療

対

象

疾

患

学

視覚病態学
未開講

妄迦蒜
4 1

ワ

：■一妄－

1

呈

平成 1 9 年度に履修者がいなかったた

め⑩

産婦 人科 ・新生

児 医学総論

未開講

妄基量
4 1 1

平成 1．9 年度に履修者がいなかったた

め⑩

耳鼻 咽喉 ・頭頚

部外科学総論 ．

未開講

妄基量
4 2

平成 1 9 年度に履修者がいなかったた

ギ■）⑩

包 括 的 顎 口腔

能再生学
1～3 4 1 1 1

救急 医学総論
未開講

妄塾基
4 1

平成 1 9 年度に履修者がいなかったた

め⑩

臨 床 画 像 医

学 ・放射線腫瘍

学総論

宋開講

妄迦蒜
4 2

平成 1 9 年度に履修者がいなかったた

め⑩

生 体機 能 管 理

学総論

未開講

妄恕蒜
4 1

3

芸
碁

平成 1．9 年度に履修者がいなかったた

ギ■）⑩

分 子 病 態 学総

論
1′｝3 4 1

2

基

遺 伝 性 疾 患 学

総論

未開講

妄塾蒜
4 2

平成 1 9 年度に履修者がいなかったた

め⑲

再建医学総論
未開講

基金釜
4 1 1

平成 ユ．9 年度に履修者がいなかったた

め塗：諺

呼 吸 器 疾 患 学

実習
1～3 4 1 4

感 染 症 医学 実

習
1～3 4 2 3

自己免疫 ・ア レ

ル ギ ー 疾 患 学

実習

1～3 4 1

消 化 器 疾 患 学

実習

未開講

妄塾毒
4

2

妄
4

9

妄妄

平成 1 9 年度に履修者■がいなかったた

め⑩

血 液 疾 患 学 実

習
1～3 4 1 1

内 分 泌 代 謝 疾

患学実習
1～ 3 4 1

腎疾患実習 1～3 4 1 4

小 児 外 科 学 実

習

未開講

秦迦蒜
4 1 1

平成 1 9 年度に履修者がいなかったた

め塗：参

整 形 外 科 学 実

習
1～3 4 1

4

毒

眼科学実習
未 開講

裏白去
4 1

2

茎

1

基

平成 1．9 年度に履修者がいなかったた

め⑩



授業科目の名称 配当年次

単位数又は時間数 専任教員配置
備　　　　　　　 考

必修 選択 自由 教授 助教授 詳師 助手

専

門

科

目

先

産 婦 人 科 ・新

生児 医学実習

未開講

妄姦真裏
4 1

7

6

平成 ユ．9 年度に履修者がいなかったた

め⑩

耳 鼻 咽 喉 ・頭 未開講
4 1

3 平成 1 9 年度に履修者がいなかったた

進

医

療

頚 部 外 科 学 実 妄塾蒜 墓
め⑩

包 括 的 顎 口腔

機 能 再 生 学 実

習

1～3 4 1 1 1

救急 医学実習
未開講

4 1 1
2 平成 1 9 年度に療修者がいなかったた

め礎
l

対

象

疾

患

学

桓 藁 4
臨 床 画 像 医

学 ・放 射 線月

瘍学 実習

1～3 4 1 3

生体 機 能 管 理

学実習
1～3 4 1

rD

4

分子 病 態 学 実

習
1～3 4 1

3

4

遺 伝 性疾 患 学

実習

未開講

碁会遥
4 2

平成 1 9 年度に履修者がいなかったた

め⑩

再建 医学実習 1～3 4 1 1
1

呈

（2）　授業科目数

認可 時の計画 変 更状況

備　　　　　　　　　　　 考

必　 修 選　 択 自　 由 計 必　 修 選　 択 自　 由 計

科 目 科 目

10 0科 目

科 目 科 目 科 目

［ ］

科 目

102科 目

［＋2］

科 目

［ ］

科 目

［ ］

平成 1 9 年 4 月 より、授 業科 目の見 直 しに伴い、科 目

の改廃 を実施 した。
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6　留意事項に対する履行状況等

区　　　　 分 留意事項 履行状況 未履行事項についての実施計画

認 可 時

（平成1時相月1娼）

1 文学部国際文化学科の定 入 学定員 1 0 5 名 であ る

員超過の是正に努めること。 が、入学者は、平成 12 年度 1

3 2 名、平成 13 年度 1 1 8

名、平成 14 年度 1 7 0 名、平

成 15 年度 1 1 1 名、平成 16

年度 1 3 7 名、平成 17 年度 1

1 9 名である。過去 6 年間の
定員超過率は 1 ．2 5 であり、

1 ．3 以内に留めている。⑰

2　医学研究科内科系専攻、外 内科系専攻及び外科系専攻

科系専攻については、平成学生募集については、平成 1

1 5 年4 月 1 日で学生募集 5 年 4 月 1 日以降停止 した。

を停止し、在学生の修了を 廃止の件については、新設

待って廃止すること。 の個別最適医療系専攻へ在学

生に不利益にならないように

移行措置をとった （個別最適

医療系設置協議書の 「設置の

趣 旨及び特に設置を必要とす

る理由」の中に掲げている）。

⑯
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設置計画履行状況

調　査　時

（19年4月1日）

1．フアカルテイデベロップ

メント（授業内容及び方法

の改善を図るための組織的
な研修及び研究）の一層の

推進に努めること

本学においては、医学科につ
いては昭和52年度から「医
学教育ワークショップ」の開
催、教員評価制度の導入など、
以前から教育研究の改善活動
（FD）に取り組んでいるが、

本学大学院医学研究科に関し
ても、①平成18年度に「医
学教育ワークショップ大学院
部会」の取り組みを既に行い、
平成19年4月1日改正の
「大学院医学研究科規程」に

おいて、「第11章　教育内容
等を改善するための研修」を
制定している。
しかしながら、教員一学生相
互の教育・研究活動の改善に
は、やや不十分であることは
歪めない。今回の指摘をうけ、
具体的な「フアカルテイデベ
ロップメント（授業内容及び
方法の改善を図るための組織
的な研修及び研究）の一層の
推進に努める」方策として、
大学院医学研究科としても具
体的な対応を平成19年4月
11日の大学院医学研究科委
員会にて検討を行った。
その結果、「教員評価制度」実
施に向け、早急に検討する必
要があることから、平成19
年度から「教員評価制度」に
ついて具体的な検討を開始す
るとともに、今年度中に、本
格的な教員評価制度の試行と
して「学生アンケート」等の
実施を行い、次期の「医学教
育ワークショップ大学院部
会」などで「大学院の教育研
究活動」の改善に資すること
とした。
なお、具体的な実施案は大学
院医学小委員会内で議論し、
特に、「授業評価の学生アン
ケート」については、平成1
9年度末の実施を目指す。

別添資料：関係規程、ワーク
ショップ記録集、大学院医学
究科委員会議事録抜粋。
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2．専任教員の変更が多数あ
るので、当初の設置計画の
履行に支障が生じないよう
専任教員を配置すること

医科系大学院が共通する課
題として「専任教員の流動化
の是正」が挙げられるが、医
学部や地域医療を担う大学病
院としての役割から、医師（
員）の流動化は避けられない
と思慮する。前回の履行状況
面接調査においても文部科学

からご指摘を受けたが、上
記のような医学部と兼務して
いる大学院専任教員の特殊性
が存在するためである。

とはいえ、開講科目の専任
教員については不足が生じな
いよう、医学部講座・研究所・
センターなどから教育・研究
体制に必要な教員について確
保し、配置している。現に平
成19年度においても個別最
適医療系では必要な専任教員
を確保している（別添資料参
照）。

しかしながら、今指摘がな
されたことを受け、平成19
年4月11日の大学院医学研
究科委員会にて、再度各講
座・研究所・センターに対し、
大学院専任教員の確保につい
て協力を仰ぎ、今後も引き続
き教員の確保及び配置には支
障がないよう要請を行った。

別添資料：カリキュラムブッ
ク抜粋、大学院医学研究科委
員会議事録抜粋。
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7　その他全般的事項

＜医学研究科個別最適医療系専攻（博士課程）＞
（1）　設置計画変更事項等

（2）　自己点検・評価等に関する事項

A　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

（別紙のとおり）

B　自己点検・評価報告書

a　公表（予定）時期

・平成19年度中の公表を予定している。

b　公表方法

・　冊子及びCD－ROMを製作し、関係機関へ配布する。
・　本学ホームページ上に掲載する。

C　認証評価を受ける計画

・平成18年度に評価機関「大学基準協会」の評価を受審した結果、大学基準に適合していると認定された。
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（2）自己評価・点検等に関する事項

○　個別最適医療系設置の意義・目標
医学と医療を取り巻く環境は大きな変革期を迎える一方、高齢化が進展し、ライフスタイルが変化する中で、

がん、脳卒中、高血圧、糖尿病等の「生活習慣病」や高齢化に伴う、いわゆる従来の医療では対応できない「先
進医療対象疾患」が増加している。国民の健康と生命を守るためには、これらの疾患の発症機構の研究や、予
防および治療技術の高度化が必要であり、とりわけトランスレーショナルリサーチの推進が重要である。これ
らを通して、新しい治療や予防法を具体化させることが必要となる。本学では、既設の医学研究科博士課程の
臨床（内科系・外科系専攻）を改組して「個別最適医療系」（以下、「本専攻）と略）を平成15年度に設置し
た。特に目標として、「先端的臨床研究を通して、仁智と臨床力豊かな医師を育成すること（社会貢献性）」「ポ
ストゲノム時代にふさわしい個別最適（テーラーメイド型、高いQOLと低いコスト）を創り出し、知識と技
術を習得すること」「癌／心疾患／脳血管疾患（本邦三大死因）及び脳精神疾患並びに先進医療対象疾患への
探索的臨床研究の実施」「産学官の連携をとおして、産学地域共同研究を推進し、世界の常識と民間の常識が
通用する大学の研究組織を作り、その研究教育に活かすこと」を掲げ、この目的を達成するため、本専攻に基
礎科目及び専門科目併せて100科目を開設した。専門科目には「先端癌治療学・心血管先端医療学・高次脳
疾患学・先進医療対策疾患学」の4つのクラスター（専攻科目）を設け、学生は志望するそのいずれかに属す
ることとした。
完成年度である平成18年度中に、文部科学省よりご指導いただいた点も踏まえ、カリキュラムのあり方を

検討し、授業科目の一部の改廃を平成19年度より実施することにより、学生のニーズに沿う改善を行った。
また、社会的・国家的な人材養成が急務とされている「がん専門職業人育成」のためのコースを平成18年度
中に検討し、「先端癌治療学」の中にコースワークとして平成19年度より設定した。このような改善は、当
初の設置の目的をさらに魅力あるものに昇華し、学生の確保、優秀な人材の養成に寄与するものである。

〇　本専攻設置がもたらした効果
本学における先端医学を支える体制として、これまでに以下のセンターの新設や研究所を大学附置へと改組

し、この3つ何れもが、文部科学省選定の私立大学学術研究高度化推進事業により研究を行っている。
・先端癌治療研究センター（H8～現在ハイテクリサーチセンター整備事業）
・循環器病研究所　　　（HlO～現在　学術フロンティア推進事業）
・高次脳疾患研究所　　（H14～現在　オープンリサーチセンター整備事業）
さらに長年にわたり多くの臨床研究の成果を挙げている分子生命科学研究所や各臨床講座において研究活

動が活発化している。また、平成15年度より臨床治験をより活性化するため、文部科学省科学技術振興調整
費の委託事業として、大学院医学研究科修士課程・博士課程にバイオ統計分野の専攻科目・学群を開設すると
ともに、平成15年10月からは「バイオ統計センター」を設置し、臨床研究や治験を加速する医学統計やバ
イオ統計に関するバックアップ体制も確立している。また、既存の特別講義カリキュラムのほかに臨床研究主
任研究者養成ユニットの設置などカリキュラムの充実を行った。この結果、本専攻におけるカリキュラムにつ
いては当初の目標どおり推移しており、問題なく履行された。このような学内外の教育・研究支援により、本
専攻をはじめ、大学院医学研究科学生の教育・研究環境は向上し、相乗効果を挙げているといえる。

これらの体制強化により、本専攻に入学する学生は高いモチベーションを保ち、充実した教育研究環境のも
と、学術に専念している。さらに、大学院学生の経済的支援策として「リサーチアシスタント制度」を取り入
れており、本専攻の魅力向上につながっている。これらの結果、本専攻設置以降入学者の定員を充足しており、
幅広い層の入学者が確保されている。

民間企業との連携組織としては、「久留米大学個別最適医療研究開発産学地域共同機構」を設立し、速やか
かつ適切な探索的臨床研究を本学大学病院にて実施している。また、臨床研究全体の管理責任母体としては、
学長を長とする「久留米大学臨床試験統括機構」「臨床試験センター」を設置し、その管理下のもとに適切な
臨床研究を実施している。また、産学連携を積極的に推進するため、民間企業との共同研究も活発に行われて
おり、その中で本専攻学生の研究の成果が活用されている。

このような本学の教育・研究活動が評価され、福岡県が推進する「福岡県バイオバレー構想」の推進機関と
して認知されている。これは、バイオテクノロジーを核とした新産業・バイオベンチャーの創出や、関連企業・
研究機関の一大集積拠点（バイオクラスター）の形成を目指し、アジア諸国との連携を視野に入れて、推進す
るもので、地域特有の研究機関として、本学大学院ならびに本専攻が果たすべき人材養成の目的はますます重
要となっている。
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（3）情報提供に関する事項
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